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技術報文

ジオテキスタイルを用いた屋上緑化工法の開発

側銭高組技術本部技術研究所佐伯 悌

1 .はじめに

ヒートアイランド現象、生態系のバランス悪化等、 21世紀は地球環境問題を解決すべき世紀と

言われている。都市の緑被率が年々低下する中、東京都の屋上緑化の条例化をきっかけに国や地

方自治体での緑化推進の動きが活発化し、建築物への屋上緑化・壁面緑化のニーズはますます高

まってきている。

このような背景のもと、我々はシラスを主成分とする天然軽量土壌とジオテキスタイルを貯

水・排水基盤に用いた屋上緑化システムの開発を行ったので、その結果について報告する。

2. 使用材料と緑化システムの概要

2. 1軽量土壌

シラスとは、「白砂j を意味する鹿児島地方の方言であり、地質学的には「火砕流堆積物の非溶

結部jと定義されている。白色~灰白色の発泡性ケイ酸岩で、 4.700km2におよぶ南九州のシラス

台地を形成し、多孔質で比重が軽いという特徴をもっている。本開発では、省エネルギー、ライ

フサイクルでの環境負荷の視点から人工的な軽量土壌の開発を避け、シラスの特性を生かした天

然の軽量土壌を用いたものである。

そこで、植物の生育に最適な軽量土壌の配合を把握するため、キトサンを圧入したシラス、パ

ーク堆肥、自然土壌(粒径調整した鹿沼土)、木炭を中心とした 8種類 (A'"'-'H)の配合比率の異

なる土壌を用い、植物の生育状況を確認する屋外試験を実施した。表-1にその配合比率一覧を

示す。なお、キトサンとは、カニ、エビ等の甲殻類に多く含まれる高分子で天然の多糖類であり、

植物の発芽、成長を促進し、健全な植物を育てる効果があり、土壌改良材、活力促進剤として使

用されているものである。

表-1 土壌配合比率一覧表

Case 
キトサン

鹿沼土 /¥ーク堆肥 灰
圧入シラス

A 7 (/ "¥ルプ炭)

B 6 2 (/ "¥ルプ炭)

C 5 2 2 (/ "¥ルプ炭)

D 4 3 2 1 (/ "¥ルプ炭)

E 7 1 (木炭)

F 6 2 (木炭)

G 5 2 2 (木炭)

H 4 3 2 1 (木炭)

上記8種類の配合士を作成し、プランターに充填した。また、同条件で栽培され同程度に成長

したパンジーを個々のフランターに植え、 3ヶ月間生育状況を観察し、記録した。
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表-2に配合土壌別のパンジ一生育試験の結果を示す。総合評価では、 FとGの土壌配合が優

れていることがわかり、そのうち葉ぶりの良い CaseFを標準配合比率とすることに決定した。

また、 CaseFの軽量土壌について、(財)都市緑化技術開発機構の「屋上・壁面緑化技術のて

びきJに示されている土壌の性能試験を実施した。表-3にその結果を示す。

試験結果から、超軽量に近い軽量土壌であり、標準的な pH、有効水分量を有し、透水性に優

れた土壌であると判断された。

表-2 生育試験結果一覧表

Case 
植物体の高さ 植物体の幅

パーク堆肥
葉の数 花・花芽の数

評価
(cm) (cm) (枚) (芽)

A 8 9 35  4 8 不可

B 1 2 1 2 25  5 1 2 可

C 1 2 1 4 43  6 1 2 良

D 9 1 4 40  4 9 可

E 1 1 1 1 36  4 1 1 良

F 1 2 1 9 45  8 1 2 優

G 1 2 1 8 45  7 1 2 優

H 1 0 1 4 39  5 1 0 可

表-3 軽量土壌の性能試験結果

試験項目 基準値 試験結果 判定

湿潤密度
1. Og/cm 3以下:軽量

O. 67g/cm 3 軽量
O. 6g/cm 3以下:超軽量

200L/rri超え:大
有効水分量 100...... 200L/rri :標準 165L/出 標準

(pF 1. 5-3. 8) 

透水係数 1. OE-3 cm/sec以上 4. 5E-3 cm/sec 基準内

pH  5.0...... 7.5 
6. 89 (H20) 

基準内
5.30 (KC 1) 

陽イオン交換容量(CEC) 大きいほど保肥力が高い 8. 39meq/100g 

2. 2貯水・排水基盤

貯水・排水基盤の構成材としてハニカム状のポリエステル繊維(以下、ハニカム繊維という)

を用いた。ハニカムとは「蜂の巣Jの意味であり、ハニカムコアとは六角形の小室でできた蜂の

巣形状の構造である。図-1に代表的なハニカム繊維を示す。

本緑化システムでは、人がその上部を歩行できるものを対象としたことから、ハニカム繊維に

踏圧抵抗性が必要であった。

そこで、繊維構造をパラメータとした踏圧抵抗性試験を実施し、その効果を確認した。表-4

に試験ケースを、図-2に試験結果を示す。表中のパインダー繊維は、繊維素材の外側に低融点

の熱溶着ポリエステル繊維を溶融固着したものである。

試験の結果、バインダー繊維を用いた場合には、人の歩行時における荷重に十分耐えられるこ

とが確認できた。
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